
玄米１粒からの効率的なＤＮＡ抽出・精製による品種判別法の迅速化

水稲の玄米１粒からのＤＮＡの抽出・精製は、市販のキットを用いれば、約［要約］

２時間20分で完了する。その後、ＰＣＲ法によるＤＮＡの増幅、電気泳動を行えば、

約８～９時間後には品種判別が可能である。
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今日、消費者の信頼を高めるために、品種の判別がＤＮＡレベルで行われている。

このような中、当場でも、平成１０年度に、水稲の葉からＤＮＡを抽出・精製し、品

種判別する技術を確立した。

今回は、玄米１粒から迅速にＤＮＡを抽出・精製し品種判別する技術を確立する。

［成果の内容・特徴］

① 従来、玄米１粒からのＤＮＡの抽出・精製は、ＣＴＡＢ法で行われ、約２日を要し

ていたが、市販のキットを用いることで、大幅な時間短縮が可能である（表１）。

② ４種類の市販キット（Ｉ,Ｇ,Ｖ,Ｍ ）を供試したところ、ＭキットとＶキットを用

いると約２時間20分でＤＮＡの抽出・精製が可能である（表１）。

③ ４キットでコシヒカリの玄米からＤＮＡを抽出・精製し、コシヒカリ検出プライマ

ーキット（Ｔ社製）で検出した場合、Ｇ,Ｖ,Ｍは基準どおりの電気泳動パターンを示

すが、Ｉは、ポジキットにおいて基準の電気泳動パターンを示さず不適であると判定

できる（図１）。

④ ＤＮＡの抽出・精製後、ＰＣＲ法によるＤＮＡの増幅、電気泳動を行えば、約８～

９時間後には品種の判別が可能である。

［成果の活用面・留意点］

① 玄米１粒からの品種判別が１日ででき、実用性が高い。

② コシヒカリ以外の品種について、また、コシヒカリ検出プライマーキット以外のプ

ライマーについて、検討中である。



［具体的データ］

円

＊キット単価は最少単位で購入した場合の参考価格

図１．各キットで抽出・精製したDNAをコシヒカリ検出プライマーキットで検出

した場合の電気泳動パターン

右：コシヒカリ検出ポジキット

左：コシヒカリ検出ネガキット

Ｍａ：分子マーカー

Ｉ,Ｇ,Ｖ,Ｍ：DNA抽出・精製キット名

Ｃ：ＣＴＡＢ法
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精製に必要時間 ＊ｷｯﾄ単価
Ｉキット 3時間 290
Ｇキット 6時間15分 390
Ｖキット 2時間20分 344
Ｍキット 2時間20分 250
ＣＴＡＢ法 2日 -

表１．市販キットの特徴


